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【　糖尿病専門部会　】
	【開催状況】 平成３０年　２月２２日（木）　１８：３０ ～0２０：２０

	【協議事項等】
　１　報告
（１）３部会（脳卒中・心筋梗塞・糖尿病）合同講演会について
      脳卒中・心筋梗塞・糖尿病は、共通の課題として生活習慣の管理と改善が必要で
あり、住民への普及啓発を合同で取り組むために開催に至った経過や内容等につい
て報告を受けた。参加者の感想で多かった回答は、病気の予防と生活習慣の管理に
ついて参考になったとの内容であった。講演会で配布した運動に関する資料を報告
し、今後の活用方法について確認した。
（２）北海道医療計画（糖尿病）の変更内容について
　　　北海道医療計画の糖尿病の領域について改正点を中心に説明し、設定された指標
の内容を情報共有した。
（３）糖尿病性腎症重症化予防プログラムについて
　　北海道糖尿病性腎症重症化予防プログラムが策定されたことから、内容を報告
し、取り組みの推進にあたり課題や糖尿病連携手帳の活用を図ることが重要である
ことなどを改めて確認した。
（４）特定健診受診者のHbA1cと服薬等に関する調査結果について
　　平成28年度の6市町国保、日鋼健保、栗林健保における特定健診受診者の
HbA1cと服薬等に関する調査結果についてと平成24年度から平成28年度の経
年変化について報告した。HbA1c6.5以上の人は治療に繋がっている人が増加傾
向にあることを確認した。
（５）地域医療介護連携ネットワーク（スワンネット）の開始について
　　　平成30年１月より開始している地域医療介護連携ネットワーク（スワンネット）
について、制度の概要と活用する利点等、糖尿病の患者を例に報告を受けた。
２　協議
（１）西胆振地域推進方針進捗状況について
これまでの取組内容と目標数値等達成度など糖尿病の領域における進捗状況を
踏まえた評価や残された課題、課題解決に向けた次計画の取り組み方針について、
確認した。
（２）糖尿病連携手帳の普及啓発について
昨年の糖尿病連携手帳活用等の実態に関する調査結果から検討された課題と対
応策について、病院等の受付に三角柱を置くことを提案した。内容について、賛同
が得られ、今後、具体的に進めていくこととなった。



	【今後の方向性】  
〇　各市町国民健康保険における糖尿病患者の受診状況、特定健診受診者におけるHbA1c
と服薬等に関する調査の統計データ蓄積を継続する。
〇　糖尿病重症化予防を推進するため、今後、糖尿病連携手帳を活用していくことや共通の課題等、市町や団体の委員と情報共有しながら、糖尿病連携手帳の有効活用のための具体的な方策も検討する。
〇　糖尿病の予防や改善のための運動情報の活用方法を具体的に検討し、啓発資料とする。




